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○�

新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す

　

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
、
9
月
下

旬
に
各
ご
家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証

が
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
な
ど
記

載
内
容
を
確
認
し
て
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
切
れ
の
保
険
証
は
、
ハ
サ
ミ

を
入
れ
る
な
ど
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

保
険
証
は
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す

　

普
通
郵
便
の
よ
う
に
郵
便
物
を
各
ご
家

庭
の
郵
便
受
け
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

郵
便
局
の
配
達
員
が
直
接
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
受
領
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
ご
不
在
の
場
合

　

保
険
証
配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合
は
、

郵
便
局
員
が
「
不
在
連
絡
票
」
を
置
い
て

い
き
ま
す
。
受
け
取
り
方
な
ど
は
、「
不

在
連
絡
票
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場
合

　

郵
便
局
で
の
保
管
期
限
が
過
ぎ
た
場

合
、
保
険
証
は
役
場
に
戻
り
ま
す
。
保
管

期
限
経
過
後
は
、
お
使
い
の
保
険
証
（
期

限
切
れ
の
も
の
）
を
ご
持
参
の
上
、
役
場

住
民
課
ま
た
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
振
興

事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○�

国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
い
が
遅
れ
て

い
る
方

　

保
険
税
は
、
私
た
ち
の
医
療
費
に
あ
て

ら
れ
る
貴
重
な
財
産
で
す
。
3
期
（
平
成

22
年
８
月
２
日
納
付
期
限
）
ま
で
の
保
険

税
の
支
払
い
が
遅
れ
て
い
る
世
帯
の
方

は
、
そ
の
旨
を
同
時
期
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
役
場
住
民
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○�

施
設
入
所
や
学
生
の
た
め
、
保
険
証
を

単
独
で
お
持
ち
の
場
合

　

事
前
に
継
続
の
た
め
の
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、
役
場
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
の
窓
口
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
ご
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
保
険
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
保
険
証
の
有
効
期
限

　

平
成
22
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
23
年
９

月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他

　

社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
な
ど
、

届
出
を
さ
れ
な
い
と
二
重
に
保
険
税
を
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

保
険
証
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
ま
し

た
ら
、
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
気
づ

き
の
こ
と
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

住
民
課

　

℡ 

２
２

－

２
１
１
１

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
受
給
者
証

（
乳
幼
児
・
児
童
生
徒
は
除
く
）
は
、
９

月
30
日
で
有
効
期
間
が
満
了
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
９
月
中
旬
に
案
内
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
更
新
申
請

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、
役
場
住
民
課
ま
で
更
新
手
続
き
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
を
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

又
、
手
続
き
の
際
、
必
要
な
も
の
が
整

っ
て
い
な
い
と
当
日
交
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
案
内
書
を
確
認
の
上
更
新
手
続
き
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

更
新
日
時
・
更
新
場
所
に
つ
き
ま
し
て

は
案
内
通
知
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

※ 

乳
幼
児
・
児
童
受
給
者
証
に
つ
き
ま

し
て
は
、
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

揖
斐
川
町
で
は
、
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水（
集
合
処
理
）と
共
に
、
個
別
排

水
処
理
施
設
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

個
別
排
水
処
理
施
設
（
町
設
置
型
浄
化

槽
）
と
は
、個
人
か
ら
の
申
請
が
あ
る
と
、

集
合
処
理
と
同
じ
条
件
（
加
入
金
・
使
用

料
等
）
で
、
合
併
浄
化
槽
を
町
が
設
置
す

る
も
の
で
す
。

　

浄
化
槽
の
設
置
に
よ
り
、
快
適
な
生
活

が
可
能
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
き
れ
い

な
水
で
水
質
保
全
を
図
り
、
自
然
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

ま
た
、
浄
化
槽
を
維
持
管
理
す
る
組
合

で
は
、安
心
で
安
全
な
管
理
を
行
う
た
め
、

「
み
ず
再
生
施
設
認
定
制
度
」
と
「
岐
阜

県
浄
化
槽
生
涯
機
能
保
証
制
度
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
「
み
ず
再
生
施
設
認
定
制
度
」
と
は
、

　

１　

 

高
度
な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
た
優
良

な
合
併
浄
化
槽
を
認
定
す
る
も
の
。

　

２　

認
定
申
請
は
無
料
。

　

※ 

認
定
さ
れ
た
浄
化
槽
は
、
集
合
処
理
施

設
と
同
様
に
使
用
で
き
る
も
の
で
す
。

② 

「
岐
阜
県
浄
化
槽
生
涯
機
能
保
証
制
度
」

と
は
、

　

１　

 

浄
化
槽
の
漏
水
、
ブ
ロ
ア
停
止
な

ど
の
事
故
に
無
償
で
対
応
（
原
因

者
ま
た
は
業
界
）。

　

２　

 

ブ
ロ
ア
停
止
を
知
ら
せ
る
停
止
警

報
装
置
を
無
償
（
業
界
負
担
）
で

設
置
。

　

※ 

①
・
②
の
対
象
は
、
ら
く
ら
く
一
括

契
約
で
あ
る
20
人
槽
以
下
の
合
併
浄

化
槽
が
対
象
で
す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
契
約
の
保
守
点

検
業
者
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

福
祉
医
療
受
給
者
証

　

〔
重
度
障
が
い
者
・
母
子
・
父
子
〕

�

の
更
新
に
つ
い
て
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身体・知的障害者相談員のお知らせ
　障がい者（児）の福祉増進に理解と熱意のある方が相談員になって、身体障害者や療育手帳の取得、補装具や日常生活用
具の給付などをはじめ、障がい者（児）の身近な問題について、いろいろな相談に応じています。障がいがあってお困りの
ことがあれば、身近な相談員にご相談ください。

＜岐阜県身体障害者相談員＞
氏　　名 住　　　　所 電話番号

高　田　照　巳 揖斐川町小島 200 番地 1 ２２ － ４１８９
高　橋　兼　助 　 〃 　上ミ野 81 番地 4 ２２ － ５３４３
渡　邉　　　保 　 〃 　房島 1360 番地 1 ２２ － ０６５２
杉　山　つた子 　 〃 　北方 2015 番地 1 ２２ － ０６２５
岩　崎　　　清 　 〃 　谷汲有鳥 369 番地 2 ５５ － ２８４４
山　本　眞佐敏 　 〃 　谷汲岐礼 947 番地 1 ５６ － ３７６１
小　寺　敏　秀 　 〃 　春日川合 1532 番地 1 ５７ － ２３２９
山　本　豊　彦 　 〃 　小津 1956 番地 ５４ － ２６９７
新　井　　　康 　 〃 　坂内広瀬 2671 番地 ５３ － ２３１４

＜岐阜県知的障害者相談員＞
氏　　名 住　　　　所 電話番号

野　原　なつみ 揖斐川町  永 781 番地 ２２ － ３８０６
牧　村　光　子 　 〃 　上東野 37 番地 6 ２２ － ５０６７
駒　月　正　次 　 〃 　三輪 630 番地 1 ２２ － ０１５１

＜揖斐川町身体障害者相談員＞
氏　　名 住　　　　所 電話番号

牧　村　二　郎 揖斐川町三輪 2744 番地 11 の 1 ２２ － １８７０
牧　村　和　子 　 〃 　房島 1527 番地 ２２ － ４５５０
鳥　内　敏　司 　 〃 　谷汲深坂 1681 番地 ５５ － ２９０８
横　山　正　美 　 〃 　谷汲長瀬 1080 番地 4 ５５ － ２１７１
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10
月
１
日（
金
）
か
ら
、
や
む
を
得
な

い
事
情
に
よ
り
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
ね

こ
に
つ
い
て
、
保
健
所
へ
引
取
り
を
依
頼

す
る
場
合
に
は
、
手
数
料
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

飼
い
主
に
は
小
さ
な
命
を
守
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
、
終
生
飼
い
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
家
族
で
よ
く
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
飼

い
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
事

前
に
西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
手
数
料
（
犬
・
ね
こ
）

　

生
後
91
日
以
上　

 

１
頭
に
つ
き
２
０
０
０
円

　

生
後
90
日
以
下

 

１
頭
に
つ
き　

４
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
濃
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
１
１
１

　

揖
斐
川
町
役
場　

生
活
環
境
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
坂
本
住
宅　

１
戸

　

・
所
在　

揖
斐
川
町
坂
内
坂
本

　

・
建
設
年
度　

平
成
８
年
度

　

・
木
造
平
屋
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
家
賃　

２
０
７
０
０
円
～

②
川
上
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
川
上

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
家
賃　

２
２
２
０
０
円
～

■
敷
金

　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

　

・ 

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・ 

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る

こ
と
。

　
　

※
単
身
用
を
除
く

　

・ 

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上
下
水
の
使

用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

９
月
１
日（
水
）
～
９
月
15
日（
水
）

■
入
居
予
定
日

　
10
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

Information Room 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

犬
・
ね
こ
の
引
取
り
が

�

有
料
に
な
り
ま
す
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揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、
７
月
９
日

（
金
）（
北
方
公
民
館
）、７
月
14
日（
水
）（
揖

斐
川
町
中
央
公
民
館
）
で
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
出
前
講
座
」
を
開
催
し
、「
み

ん
な
で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
は
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

　

①
息
子
や
孫
の
お
弁
当
を
作
る
。

　

②
野
菜
を
作
っ
て
い
る
。

　

③
近
所
の
人
と
話
を
よ
く
す
る
。

な
ど
の
、意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

外
へ
出
か
け
る
な
ど
、
孤
独
に
な
ら
な
い

工
夫
を
日
常
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い

く
事
が
認
知
症
の
予
防
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
『
認
知
症
の
理
解
を
高
め
、
地
域
の
中

で
認
知
症
に
な
ら
な
い
生
活
に
心
が
け

て
、
認
知
症
か
な
と
感
じ
ら
れ
て
も
温
か

く
周
り
で
支
え
る
「
見
守
り
の
生
活
」
が

出
来
る
地
域
。』

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
そ
ん
な
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
た
だ
け
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
や
介
護
相
談
は
、
揖
斐
川
町

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

「
認
知
症
」
と
は

　

認
知
症
は
、
単
な
る
も
の
忘
れ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
の
忘
れ
は
、歳
の
せ
い
で
、

誰
に
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。

　

認
知
症
は
病
気
で
す
。
脳
や
体
の
疾
患

を
原
因
と
し
て
、
記
憶
や
判
断
力
な
ど
の

障
害
が
起
こ
り
、
通
常
の
社
会
生
活
が
難

し
く
な
る
状
態
で
す
。

■
認
知
症
の
症
状

◎
妄
想　

 

物
の
置
き
忘
れ
を
誰
か
が
盗
ん

だ
と
言
い
だ
す
。

◎
幻
覚　

 
ほ
ら
、
そ
こ
に
兵
隊
が
覗
き
見

を
し
て
い
る
な
ど
と
騒
ぎ
だ

す
。

◎
徘
徊　

 

認
知
症
が
進
む
と
、
自
分
の
居

場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
昼

夜
関
係
な
く
家
に
戻
れ
な
く
な

る
。
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
な

ど
。

※�

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な

ど
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域

で
支
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、工
事
中
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
揖

斐
川
尚
和
園
」
は
、
10
月
に
完
成
の
予
定

で
す
。

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は
、
家
庭
環
境
や

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
在
宅
で
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
た
め
の
施
設
で
す
。

　

た
だ
し
、
入
院
治
療
を
要
し
な
い
方
、

介
護
認
定
非
該
当
の
方
、
ま
た
は
要
支
援

１
・
２
の
方
が
対
象
で
す
。

※ 

要
介
護
度
１
以
上
の
方
は
入
所
で
き
ま

せ
ん
。

※ 

本
人
・
家
族
の
収
入
に
応
じ
て
費
用
負

担
が
あ
り
ま
す
。

■
住
所　

揖
斐
川
町
清
水
77
番
地

■
定
員　

50
人

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

高
齢
福
祉
課

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

　

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
一

緒
に
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
の
方
を
お
も
て

な
し
し
ま
せ
ん
か
。

　

11
月
14
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
い
び
が

わ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ

タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市
と
マ
ラ
ソ
ン
交

流
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
活
躍
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

《
募
集
内
容
》

○
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

《
期
間
》（
予
定
）

　

11
月
11
日（
木
）
～
11
月
16
日（
火
）

《
応
募
締
切
》

　

９
月
30
日（
木
）

※ 

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
都
合
の
い
い
日

時
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

※ 

募
集
対
象
は
揖
斐
川
町
在
住
の
方
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
仕
事
の
依
頼
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
得
意
な
会
員

▲揖斐川尚和園完成予想図

Information Room 

Information Room 

養
護
老
人
ホ
ー
ム

�

揖い

斐び

川が
わ

尚
し
ょ
う

和わ

園え
ん

に
つ
い
て

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

�

募
集
し
て
い
ま
す
！

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
」

�

出
前
講
座
の
紹
介

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

�

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

富と
み

田だ　

治は
る

子こ

さ
ん（
下
岡
島
）

 

７
月
21
日（
水
）　

95
歳　

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

Information Room 

いびがわ　特産品シリーズ ニンニク（ユリ科）

　ニンニクはガーリック、大蒜（タイサン）などの名前があり、栽培品種も寒地系、暖地系、ジャンボニンニク、ホワイトロッペン、
ヒラドニンニク、ムラサキニンニクなど実に多い。エジプトのピラミッド建築の奴隷やギリシャ、ローマ時代の兵士には主食
として与えた。健康で元気で労働に従事するためである。古くから人間が利用し、また改良を繰り返したので、
原産地がはっきりしてない。中央アジアかインドの原産ではとの説がある。日本には 8 世紀頃に中国から持ち
込まれたと言われています。鱗茎はよく太っていて、拳ほどの大きさで、白色の薄い皮質の鱗葉をかぶっていて、
その中には数個から 20 個ぐらいの小さい鱗茎が入っています。地上部がやや黄色を帯びてきたら掘り上げて
枯れた葉をしばり陰干しで乾燥します。
　ニンニクは生、粉末、酒剤として用いられる。いずれも健胃、発汗、利尿、痰切り、整腸駆虫などの効能が
あり、特に薬酒として飲用する場合は疲労回復、健胃整腸、冷え症に佳いとされる。乾燥したニンニク約 250
グラムを小さい鱗茎にほぐし、なお小鱗茎を２～３片に切り、同量の砂糖とともに容器に入れる。さらにホワ
イトリカ 1.8 リットルを加えて冷暗所で 3 か月ほど熟成させます。熟成後は就寝前に 30 ミリリットル飲みます。
 （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

８
月
４
日（
水
）ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
３
３
４

－

Ｂ
地
区　

第
１
Ｒ　

第

４
Ｚ　

Ｚ
Ｃ
末す

え

永な
が

征ま
さ

生お

さ
ん
よ
り
寄
付
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金
へ

　

小こ

寺で
ら　

員か
ず

馬ま

さ
ん
（
船
橋
市
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
対
応
し
ま
す
。
特
に
家
事
援
助
グ
ル
ー

プ
を
立
ち
上
げ
て
お
掃
除
、
洗
濯
、
食
事

作
り
な
ど
の
支
援
が
出
来
る
よ
う
に
体
制

を
整
え
ま
し
た
。
お
困
り
の
方
は
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
シ
ル
バ
ー
派
遣
を

始
め
ま
し
た
。「
請
負
・
委
任
」と
異
な
り
、

貴
事
業
所
の
従
業
員
と
一
緒
に
、
貴
事
業

所
の
責
任
者
の
下
で
就
業
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
揖
斐

川
町
民
で
、
60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ

る
方
、
当
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
く
だ
さ
る
方
を
、
毎
月
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
近
退
職
さ
れ
た
方
で
仕

事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
も
歓
迎
し

ま
す
。
事
務
局
ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

９
月
会
員
登
録
説
明
会

　

９
月
6
日（
月
）、
21
日（
火
）

　

10
時
～（
１
時
間
30
分
程
度
）

　

年
会
費
２
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）8
時
30
分
～
17
時

　

い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
協
同
組

合
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　

10
月
８
日（
金
）
～
10（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
17
時（
最
終
日
は
16
時
）

■
場
所　

 

い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー

協
同
組
合
（
西
津
汲
）

　

※
久
瀬
公
民
館
（
西
津
汲
）
か
ら

 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

工
場
・
機
械
の
見
学
と
実
演

　

木
工
教
室
・
間
伐
材
直
売
会

　

地
元
農
産
物
販
売

　

ヒ
ノ
キ
香
り
チ
ッ
プ
の
無
料
配
布

　

地
域
伝
統
芸
能
の
上
演

　

軽
食
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

い
び
森
林
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

　

℡
２
２

－

１
２
２
１

▲いび森林資源活用センター

い
び
森
林
資
源

　

活
用
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
開
催
！


